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5－1 

月 単元名 時数 単元の目標 学習活動 評価規準 

適宜 ・毛筆学習のはじめ

に 

(P1-4) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（イ） 

適宜 ○文字を書くことに

適した姿勢と、筆や

鉛筆などの筆記具の

持ち方を理解するこ

とができる。 

◯毛筆学習で扱う用

具の名称と扱い方、

片づけ方を理解する

ことができる。 

○教師の実演や、教

科書に示されている

写真、絵を見たりし

ながら、書字に適し

た姿勢と筆記具の持

ち方を確認し、その

型をとる。 

◯毛筆学習で扱う用

具の名称と扱い方、

片づけ方を確認し、

その型をとる。 

【知識・技能】 

毛筆学習に適した姿勢や筆記具の

持ち方、用具の名称や扱い方、片

づけ方があることを理解している。 

【思考・判断・表現】 

合い言葉や写真を見て、適切な姿

勢や持ち方、扱い方や片づけ方を

考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

文字を丁寧に書くために、適切な

姿勢や持ち方、扱い方や片づけ方

を実践しようとしている。 

適宜 ・いろいろな筆記具 

(P5) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ウ） 

適宜 ◯様々な筆記具の

特徴を理解し、目

的・場面に適した筆

記具を選んで書くこ

とができる。 

◯様々な筆記具で

書かれた文字を確か

めながら、それぞれ

が持つ特徴を理解

する。 

◯筆記具の特徴を

意識して、目的・場

面に適した筆記具を

選んで書いてみる。 

【知識・技能】 

筆記具ごとに、特徴があることを理

解している。 

【思考・判断・表現】 

目的・場面に応じて、どの筆記具が

適しているか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

筆記具の特徴を意識して、日常の

場面でも生かそうとしている。 

4 月 一 四年生で学習し

たこと 

(P6-9) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア） 

2 ◯四年生で学習した

ことを想起して書くこ

とができる。 

○四年生で学習した

ことを振り返り、それ

を意識して文字を書

く。 

【知識・技能】 

四年生で学習したことを理解してい

る。 

【思考・判断・表現】 

四年生で学習したことをどのように

活用すればよいのか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

四年生で学習したことを活用して文

字を書こうとしている。 

適宜 ・学習の進め方 

(P10-13) 

適宜 ○書字の課題を、自

分で考えたり他者と

話し合ったりして解

決する書写学習の

方法を理解すること

ができる。 

◯書写学習の一連

の流れを知り、自学

自習や他者との意見

交換を通して、効果

的に学習する方法を

理解する。 

【知識・技能】 

書写学習に適した学習方法がある

ことを理解している。 

【思考・判断・表現】 

自分の課題がどのように学習するこ

とで解決できるのか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

日常生活で整った文字を書けるよう

に、「学習の進め方」を実践しようと

している。 

5 月 二 「にょう」の筆使

い 

(P14-16) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（イ） 

3 ◯「にょう」の筆使い

を理解して書くことが

できる。 

◯毛筆で「道」を書

いて、「にょう」の筆

使いを理解する。 

◯「にょう」の筆使い

を生かして、「建造」

「通過」「迷路」「起」

を硬筆で書く。 

【知識・技能】 

「にょう」の筆使いがあることを理解

している。 

【思考・判断・表現】 

短い画の方向と筆圧の変化を考え

ている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

「にょう」の筆使いを意識して、硬筆

に生かそうとしている。 



5－2 

月 単元名 時数 単元の目標 学習活動 評価規準 

適宜 ・消しゴムはんこを

作ってみよう 

(P17) 

適宜 ○消しゴムで判子を

作る。 

○消しゴムに、好き

な文字を彫って判子

を作る。 

【知識・技能】 

消しゴム判子の作り方を理解してい

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

判子作りに意欲的に取り組もうとし

ている。 

6 月 三 ほ先の動きと点

画のつながり 

(P18-21) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（イ） 

4 ◯穂先の動きと点画

のつながりを理解し

て書くことができる。 

◯毛筆で「あこがれ」

を書いて、穂先の動

きと点画のつながり

を理解する。 

◯穂先の動きと点画

のつながりを意識し

て、「ゆず」「うめ」「か

き」を硬筆で書く。 

【知識・技能】 

仮名文字は穂先の動きと点画のつ

ながりに注意して書く必要があるこ

とを理解している。 

【思考・判断・表現】 

穂先の動きと、点画のつながりがど

の部分に表れているのか考えてい

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

穂先の動きと点画のつながりを意識

して、硬筆に生かそうとしている。 

7 月 四 点画のつながり

と筆順 

(P22-25) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（イ） 

3 ◯筆順に注意し、点

画のつながりを理解

して書くことができ

る。 

○毛筆で「飛ぶ」を

書いて、点画のつな

がりと筆順の関係性

を理解する。 

◯点画のつながりと

筆順の関係性を意

識して、「独立」「対

応」を硬筆で書く。 

【知識・技能】 

点画のつながりと筆順には関係性

があることを理解している。 

【思考・判断・表現】 

筆順を確かめて、点画のつながりが

表れている部分がどこか考えてい

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

点画のつながりと筆順の関係性を

意識して、硬筆に生かそうとしてい

る。 

9 月 

10 月 

五 文字と行の中心 

(P26-29) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア） 

3 ◯用紙に対する文

字と行の中心の整え

方を理解して書く。 

◯毛筆で「平和」を

書いて、用紙に対す

る文字と行の中心の

整え方を理解する。 

◯文字と行の中心の

整え方を意識して、

「査」「報」「弁」を硬

筆で書く。 

【知識・技能】 

用紙に対する文字と行の中心を整

えて書く必要があることを理解して

いる。 

【思考・判断・表現】 

文字の中心と行の中心がどこか考

えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

用紙に対する文字と行の中心の整

え方を意識して、硬筆にも生かそう

としている。 

11 月 

12 月 

六 文字の大きさと

配列 

(P30-33) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア） 

4 ○用紙に対する文

字の大きさと配列の

整え方を理解して書

くことができる。 

◯毛筆で「考える子」

を書いて、用紙に対

する文字の大きさと

配列の整え方を理

解する。 

◯文字の大きさと配

列の整え方を意識し

て、「快い風」「手編

み」を硬筆で書く。 

【知識・技能】 

用紙に対する文字の大きさと配列

に注意して書く必要があることを理

解している。 

【思考・判断・表現】 

文字の大きさと配列を考える部分は

どこか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

用紙に対する文字の大きさと配列

を考えて硬筆に生かそうとしてい

る。 



5－3 

月 単元名 時数 単元の目標 学習活動 評価規準 

2 月 

3 月 

七 五年生のまとめ 

(P34-37) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（イ）（ウ） 

3 ○五年生で学習した

ことを振り返り、文字

を書いて確かめるこ

とができる。 

◯「適」「ただいま」

「必要」などをなぞっ

たり書いたりして、五

年生で学習した文字

の書き方を確かめ

る。 

◯五年生で学習した

ことに気をつけて、

「枕草子」と「大造じ

いさんとガン」の一節

を書く。 

【知識・技能】 

五年生で学習したことを理解してい

る。 

【思考・判断・表現】 

何を意識してそれぞれの文字を書

けばよいのか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

五年生で学習したことを活用して書

こうとしている。 

適宜 資料編 

書写の資料館 

その一 都道府県名

を書こう 

(P38-42) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ◯４７都道府県名を

漢字で書くことがで

きる。 

◯４７都道府県の名

称を漢字で書く。 

【知識・技能】 

これまでに学習した漢字の書き方

を活用する必要があることを理解し

ている。 

【思考・判断・表現】 

学習した書き方をどう活用すればよ

いか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

日常の場面でも、学習した漢字を

積極的に書こうとしている。 

適宜 その二 メモの取り

方 

(P43-44) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ◯文字を速く書く工

夫の仕方を理解し

て、話を聞きながらメ

モを取ることができ

る。 

◯メモを取る時に気

をつけることを確か

める。 

◯メモの例を確かめ

て、文字を速く書く

工夫の仕方を理解

する。 

◯メモを取る時に気

をつけることと、文字

を速く書く工夫の仕

方を意識して、実際

の様々な場面でメモ

を取る。 

【知識・技能】 

メモを取る時に気をつけるべきこと

があることを理解している。 

【思考・判断・表現】 

速く書くための工夫はどの部分にあ

るのか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習したことを意識して、実際の

様々な場面でも生かそうとしてい

る。 

適宜 その三 感謝の気持

ちを伝えよう 

(P45-46) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ◯これまでに学習し

たことを生かして、相

手意識と目的意識を

もって書くことができ

る。 

◯メッセージカード

の作成例を確かめ

て、気持ちを伝えた

り、読む相手を意識

した工夫の仕方を考

える。 

◯これまでに学習し

たことを生かして、相

手への贈り物を制作

する。 

【知識・技能】 

気持ちを伝えたり、読む相手を意識

した工夫の仕方があることを理解し

ている。 

【思考・判断・表現】 

気持ちを伝えたり、読む相手を意識

した工夫の仕方を考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習したことを、実際に制作する場

で積極的に生かそうとしている。 



5－4 

月 単元名 時数 単元の目標 学習活動 評価規準 

 ・なぜ？なに？書写

の不思議 

 かたかなはどう

やって生まれたの？ 

(P47) 

適宜 ◯片仮名の成り立ち

を知る。 

○片仮名のもとに

なった漢字を確かめ

る。 

◯資料写真などを見

て、片仮名が日本で

古くから伝わる文字

文化であることを知

る。 

◯片仮名のもとに

なった漢字を調べた

り、ミニクイズに取り

組んだりする。 

【知識・技能】 

片仮名は、漢字をもとにして日本で

生まれた文字であることを理解して

いる。 

【思考・判断・表現】 

片仮名と、そのもとになった漢字と

の共通点を考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

片仮名のもとになった漢字を調べよ

うとしている。 

適宜 その四 アルファ

ベットとローマ字 

(P48-49) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ○アルファベットと

ローマ字の書き方を

理解して書くことが

できる。 

◯ローマ字表を確か

めたり、大文字と小

文字のアルファベッ

トのなぞり書きなどを

して、アルファベット

とローマ字の書き方

を理解する。 

◯アルファベットと

ローマ字の書き方を

意識して、自分の名

前や地名などをロー

マ字で書く。 

【知識・技能】 

漢字や仮名などと書き方が異なるこ

とを理解している。 

【思考・判断・表現】 

ローマ字の五十音の表記の法則性

を考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

アルファベットとローマ字の書き方

を意識して、様々な言葉や名称を

ローマ字で書こうとしている。 

適宜 その五 ひらがな・

かたかなの表 

(P50) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ○平仮名・片仮名の

五十音を、筆順や書

き方に注意して書く

ことができる。 

◯これまでに学習し

たことに注意して、

平仮名・片仮名を書

く。 

【知識・技能】 

これまでに学習した平仮名・片仮名

の書き方を全て活用する必要があ

ることを理解している。 

【思考・判断・表現】 

学習した書き方をどう活用すればよ

いか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習場面や日常でも、それぞれの

平仮名・片仮名の書き方を意識し

て書こうとしている。 

1 月 その六 書きぞめを

しよう 

(折りこみ①) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（イ）（ウ） 

3 ○書き初めに適した

姿勢を理解して書く

ことができる。 

◯五年生で学習した

ことを生かして、書き

初めを書くことができ

る。 

◯書き初めに適した

姿勢を理解し、その

型をとる。 

◯五年生で学習した

ことに気をつけて、

書き初めをする。 

【知識・技能】 

「書き初め」という伝統文化があるこ

とを理解している。 

【思考・判断・表現】 

学習したことをどう活用すればよい

か考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習したことを活用して、書き初め

をしようとしている。 



5－5 

月 単元名 時数 単元の目標 学習活動 評価規準 

適宜 その七 読みやすく

書こう 

(折りこみ②) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ◯掲示物が読みや

すくなる書き方を理

解して書くことができ

る。 

◯発表資料の例を

確かめて、掲示物が

読みやすくなる書き

方を理解する。 

◯掲示物が読みや

すくなる書き方を意

識して、実際に資料

をまとめてみる。 

【知識・技能】 

掲示物が読みやすくなる書き方が

あることを理解している。 

【思考・判断・表現】 

読みやすく書くために、どこを工夫

すればよいか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

読みやすくなる書き方を、実際の資

料制作の場にも積極的に生かそう

としている。 

適宜 その八 はがき・原

こう用紙・手紙の書

き方 

(折りこみ③) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ○葉書、原稿用紙、

手紙の書式を理解し

て書くことができる。 

◯葉書、原稿用紙、

手紙の書式を確か

めて、理解する。 

◯葉書、原稿用紙、

手紙の書式と、これ

までに学習したこと

を意識して、実際に

書いてみる。 

【知識・技能】 

葉書・原稿用紙・手紙に書式がある

ことを理解している。 

【思考・判断・表現】 

これまでに学習したことをどう活用

すればよいか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

書式の書き方を意識し、実際の書

式にも生かそうとしている。 

適宜 その九 五年生で学

習する漢字 

(P51-53) 

◎〔知識及び技能〕

(3)エ（ア）（ウ） 

適宜 ◯五年生で学習す

る漢字を確かめるこ

とができる。 

◯これまでに学習し

た漢字の書き方に注

意して、五年生で学

習する漢字を書く。 

【知識・技能】 

これまでに学習した漢字の書き方

を理解している。 

【思考・判断・表現】 

それぞれの漢字に、どの書き方を

活用するか考えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習場面や日常でも、それぞれの

漢字を意識して使おうとしている。 

 


